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お　

知　

ら　

せ

戸
籍
の
窓
口
で
の

「
本
人
確
認
の
方
法
」
が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

　

戸
籍
は
、
結
婚
し
た
こ
と
、
離
婚

し
た
こ
と
や
、
親
子
の
関
係
な
ど
が

記
載
さ
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
戸
籍
の
証
明
書
は
、

他
人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
他
人
が
う
そ
の
届
出
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
に
真
実
で
な

い
記
載
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
5

月
１
日
か
ら
は
来
ら
れ
た
方
が
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
徹
底
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

大
山
町
で
は
す
で
に
、
平
成
17
年

10
月
か
ら
、
窓
口
で
戸
籍
の
証
明
書

や
住
民
票
の
写
し
を
と
ら
れ
る
際

に
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
戸
籍
の
証
明
や
届
出
に
関
す
る
本

人
確
認
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
以
上
に
き
め
こ
ま
か
な
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今までは・・・ 　平成 20年 5月１日からは・・・

ア

・運転免許証

・パスポート

・国や地方公共団体が発行し

た免許証など

・外国人登録証明書

・住民基本台帳カード（写真

の入ったもの）

引き続きどれか 1枚の提示で確認させていただきま

す。※顔写真のついた公的身分証明として、住民基

本台帳カードの取得をおすすめします。

イ

・健康保険の被保険者証

・共済組合員証

・年金手帳

・年金証書

・恩給証書

・住民基本台帳カード（写真

のないもの）

ひとつだけでは本人確認ができたとみなしません。

イ、ウに挙げたものを２つ以上お持ちになれば、ご

本人であると確認させていただきます。

ウ

・学生証

・法人が発行した身分証明書

などで写真の入ったもの

ひとつだけでは本人確認できたとみなしません。イ、

ウに挙げたものをもうひとつご提示ください。

エ

・預金通帳

・クレジットカード

・キャッシュカード

・税金・公共料金の領収書（本

人名義のもの）など

戸籍の手続きや証明をとる場合の本人確認をするた

めの資料としてみとめられません。

●エについては、住民票の写し、印鑑登録証明書、税関係証明書など交付時の

本人確認の資料とさせていただく場合があります。

　

他
の
市
町
村
か
ら
大
山
町
に
転
入

さ
れ
た
場
合
ま
た
は
、
大
山
町
内
で

転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
住
所
変
更
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

お
持
ち
の
障
害
者
手
帳
の
住
所
欄

を
確
認
い
た
だ
き
、
現
在
の
住
所
と

異
な
っ
て
い
る
場
合
は
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
入
ま
た
は
転
居
に
よ
り

住
所
変
更
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
福
祉

保
健
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０


